
ヨコラボ2024開催レポ－ト(1日目)

公民連携の協働・共創の最前線を学びつくす

　　ヤングケアラーに寄り添う社会へ 　～ともに取り組む社会課題～

「地域、市民、専門職が一体となり子どもを支え合う社会の重要性を感じた」という

 感想が寄せられました。

　　 「休眠預金」新たな財源の可能性        　　ぼくの/わたしのつよみをみつけよう
　　          ～個別支援学級の児童とその保護者に向けた支援～

　　  　休眠預金の制度や活用について具体的な 生きづらさを抱える子どもたちへの熱い思いを

　　  　お話を聞くことができました。 　       　　　取組紹介を通じて発信していただきました。

　　 「おひとりさま」社会から見る誰もが安心して過ごせる社会とは
　　　                                                                    ＜ケアテック・オープン・ラボ横浜＞

　    社会の在り方が変化する中、地域や企業でどのようなことができるのか議論が交わされました。

R6年10月31日 

【午前の部】 【午後の部】



ヨコラボ2024開催レポ－ト(2日目) 

こどもまんなか社会の実現へ

　　　よこはま未来の作戦会議

　　     子どもたち同士で取組を元気に発表し、他校との交流も深められました。

　　　YOKOHAMAイノベーションダイアログ

　　　　　行政やNPO、民間企業と立場の違う人が集い、ともに横浜を良くしようという思いで

　　　　　対話が白熱しました。

R6年11月1日 



ヨコラボ2024開催レポ－ト(3日目) 

目指せ GREEN×EXPO2027

　　よこはま未来の実戦会議 　　本気のこどもまん中社会を

　　　子どもたちが地域での活動などの取組を発表

　　　してくれました。また山中市長もかけつけ、 　 子どもたちが考える横浜の未来について

　　　子どもたちに向けてメッセ－ジを送りました。 　 発表してくれました。

　　　ストーリーフード

【出展団体・プロジェクト】

・横浜オリーブ

・一般社団法人 セヤミツラボ

・横浜環境保全株式会社

・社会福祉法人 開く会

・横浜あおば小麦プロジェクト

・株式会社木曽屋

・NPO法人KUSC

・アマンダリ―ナ合同会社

・NPO法人アニミ

・株式会社よこはまグリンピース

・NPO法人街カフェ大倉山ミエル

　　　　　サーキュラ－エコノミーplusを目指す取組により生まれた様々な食材が展示され

　　　　　個々の食材が語るストーリーを発信していただきました。

　　　　　　　　　　　　　YOKOHAMAから

～公民産学の共創の実現へ～

R6年11月2日 



ヨコラボ2024開催レポ－ト(4日目) 

公民連携による“Borderなきeスポーツ”

　　　　　　　　太鼓の達人表彰式 みんなからのアイディア

みんなからのアイディア

　　　　　年齢、障害の有無を問わず参加できるeスポーツイベントとして開催され、

　　　　　様々なステージ演出、体験ブースにより多くの方に楽しんでいただきました。

４日間、終えて

「ヨコラボ2024」では、立場の違う多様な主体が連携することで
新たな価値が生み出される「公民連携」をテーマといたしました。
子どや若者を含む多くの方々にご参加いただくことができ、
公民連携の可能性を広く発信できました。

R6年11月3日 

視覚入力による対決


